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「To be, or not to be」
代表取締役社長　井口宗久

お客様の
購買代行を目指す

「To be, or not to be」とは皆様ご存知のシェー

クスピアのあまりに有名な台詞で、現代の和訳と

しては「成るか成らぬか」（あるいは「在るべきか、

消えるべきか」）と解釈しています。

唐突にこの言葉を誌面に書いたのは、ここ数か

月間、いくつものお客様から今後についてのお話

をお伺いする中で、世界のものづくりの需要構造

や環境が数年前とはガラリと変化してしまったこ

とを今更ながら深く実感し、ふと頭に浮かんだか

らです。

更に、異常な円高の継続もあり、大手自動車会

社でさえも国内生産を今後減らすことを発表しま

した。今、まさに日本のものづくり、そして当社

もこの言葉のような岐路に立っています。しかし、

企業は創業し、活動しているからには「to be」

しかなく、「not to be」はしてはならない選択だ

と私は思っています。

とはいえ、物事が計画通りには進まず、悩まし

い日々を送る中で、「見える化」で有名なローラ

ンドベルガーの遠藤功先生の講演を初めてお聞き

し大変感銘を受けました。その中でも特に2つの

話が今の京二や私自身に足らないものとして心に

響きました。

【現場力】

まず、「強い企業は強い現場力を持っている、

経営者は必至の努力で現場に溶け込み、競争力あ

る現場を創るべきだ」という話。

そういう意味では、私は異業種の企画畑出身で

どちらかというと机上で分析や企画を立てている

タイプでしたが、もっと商売やものづくりの「現

場」を社員と一緒に回り、そして一緒に強い現場

を創っていかなければならないと痛感いたしまし

た。
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【ノリの良い会社】

次に「会社のノリが悪くては逆転

も挑戦も起こらない（ノリ＝会社全

体の雰囲気やムードのこと）」とい

う話。京二は皆様にどう見えている

でしょうか？

「中国工具」なんて思い切ったこ

ともやるが、決して「やってみなは

れ！」的なノリの良い会社ではない

なと私は思っていました。そんな講

演を聞いた後の話ですが、どちらか

というと、今までやや腰の重かった

当社の東北営業所が「一丁やってみ

るか」と思いたち、自発的に展示会

を企画し開催いたしました。反省点

も色々ありますが、一丸となり実施

したことが非常に良かったですし、

やってみようという「ノリが良さ」

が非常に大事だと改めて思いました。

企業活動の肝要は「現場力」や「ノ

リ」だけではありませんが、厳しい

事業環境だからこそ、このことを今

一度大事にしながら、社員と一緒に

この夏に向けて取り組んで参ります。
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